
　
今
年
度
の
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
気
軽
に
参
加
で
き
る
健
康
づ
く
り
活
動
を
企

画
し
、
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
当
生
協
の
事
業
と
運
動
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
様
々
な
個
人
や
団

体
と
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
連
携
し
、
世
代
や
組
合
員
の
枠

を
超
え
た
多
様
な
参
加
で
豊
か
な
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

（１） 第665号2025年２月１日（毎月1回1日発行）

一
般
組
合
員
も

11
人
参
加

新
し
い
班
会
・

サ
ー
ク
ル
活
動

利根保健生協　2024 年 12 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・28,885 人

出 資 金 額・・・・1,596,239,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・55,262 円

理事33人　監事4人　総代204人　班長1,526人

＊12月の新規加入組合員数は、54人でした。 発　行　人　大 塚 隆 幸　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　20,800　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

須
川
支
部
で
は
、
昨
年
に
続
き

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
な
先

生
を
お
招
き
し
て
健
康
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

役
員
に
よ
る
お
手
製
の
飾
り
つ

け
も
さ
れ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
あ
と

に
、
民
話
の
語
り
や
紙
芝
居
を
楽

し
み
ま
し
た
。
最
後
に
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
美

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

生
協
の
支
部
や
班
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
で

生
協
の
支
部
や
班
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
で

　
　
　
　
つ
な
が
り
づ
く
り

　
　
　
　
つ
な
が
り
づ
く
り

一人ひとりが生協に「出資・利用・運営」することを基本とし、加入・増資をお願いしています。「個人加入」にご協力ください。

　

年
末
年
始
は
、
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
、
駅
伝
や
サ
ッ

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な

ど
、
多
く
の
人
々
が
テ
レ
ビ
や
会

場
、
沿
道
な
ど
で
観
戦
を
楽
し
ん

だ
こ
と
だ
ろ
う
。
私
も
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
大
会
の
熱
戦
を
現
地

「
花
園
」
で
堪
能
し
て
き
た
。
愚

息
の
チ
ー
ム
は
外
国
人
留
学
生
等

の
活
躍
も
あ
り
、
３
回
戦
ま
で
勝

ち
進
ん
だ
が
善
戦
む
な
し
く
留
学

生
の
い
な
い
優
勝
校
に
技
術
と
力

で
ね
じ
伏
せ
ら
れ
た
▼
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
で
は
外
国
人
枠
を
  ”助

っ
人

“  
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、

最
近
で
は
日
本
人
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
が
様
々
な
世
界
最
高
峰
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
  ”助
っ
人

“  
的
な
活

躍
す
る
姿
も
増
え
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
▼
近
年
は
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
私
も
最
近
、
東
京
・
大

阪
・
奈
良
・
福
岡
な
ど
を
訪
れ
た

際
に
、
外
国
か
ら
の
訪
問
者
で
溢

れ
か
え
っ
て
い
る
の
を
実
感
し
た

▼
正
月
に
息
子
と
の
会
話
で
は
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
三
分
の
一
が
中

国
人
で
あ
り
、
他
に
も
イ
ギ
リ

ス
・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
韓
国
・
タ
イ

か
ら
の
留
学
生
も
居
て
、
多
言
語

が
飛
び
交
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
全
て
の
言
葉
が
理
解
で
き

な
い
ま
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
は
問
題
が
な
い
と
の
こ
と

で
、
学
校
生
活
の
充
実
と
逞
し
さ

を
感
じ
た
▼
こ
の
春
、
当
生
協
で

は
「
医
療
を
必
要
と
す
る
人
々
に

必
要
な
医
療
を
」
と
設
立
さ
れ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
フ
ェ
ク
ト
・
ネ
パ
ー
ル

や
、
介
護
施
設
で
の
外
国
人
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
も
始
ま
る
予

定
だ
。
多
様
性
を
尊
重
し
、
多
文

化
共
生
を
す
す
め
る
時
代
に
お
い

て
、
当
生
協
も
新
た
な
「
事
業
と

運
動
」
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。  

（
専
務
理
事
・
原
澤
）

味
し
い
ケ
ー
キ
と
お
茶
で
、
地
域

の
組
合
員
同
士
で
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

沼
田
北
支
部
で
は
、
生
協
本
部

の
組
合
員
ホ
ー
ル
を
活
用
し
て
吹

き
矢
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

徐
々
に
参
加
人
数
が
増
え
て
き

て
、「
吹
き
矢
愛
好
会
」
と
し
て

サ
ー
ク
ル
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
沢
支
部
で
も
「
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
」
体
験
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
振
興
協
会
へ
の
登
録
を
し

ま
し
た
。

　

川
田
支
部
で
は
大
竹
地
区
の
方

に
声
を
か
け
集
ま
っ
て
、
13
年
前

か
ら
脳
ト
レ
や
手
芸
な
ど
を
定
期

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
よ
り
、
運
営
委
員
の

声
か
け
で
「
ひ
ま
わ
り
班
」
と
し

て
班
会
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

薄
根
支
部
で
は
班
会
開
催
に
向

け
て
「
ま
ず
自
分
た
ち
が
や
っ
て

み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
昨

年
の
８
月
よ
り
運
営
委
員
会
前
に

「
４
色
あ
し
ぶ
み
ラ
ダ
ー
」
や

「
輪
投
げ
」
な
ど
で
体
を
動
か

し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
と
り
く
ん

で
き
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
は
元
気
ボ
ケ
ー
シ
ョ

ン
班
と
し
て
登
録
し
、
み
ん
な
で

一
緒
に
頭
と
体
を
動
か
す
こ
と
で

運
営
委
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

生
協
の
支
部
企
画
や
班
会
・
サ

ー
ク
ル
活
動
で
地
域
の
組
合
員
、

住
民
の
方
々
と
つ
な
が
り
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

機
関
紙
「
利
根
の
保
健
」
や
支

部
ニ
ュ
ー
ス
で
も
一
緒
に
案
内
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の

方
は
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▶
沼
田
北
支
部

　
　
吹
き
矢
愛
好
会
　

▶
薄
根
支
部

　
　
元
気
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
班

▶
川
田
支
部

　
　
ひ
ま
わ
り
班

▶
須
川
支
部

　
　
健
康
ク
リ
ス
マ
ス
会

組合員活動交流集会組合員活動交流集会
3月7日(金)
利根沼田文化会館　小ホール

13：30～16：00

「オーラルフレイル予防
 ～口腔ケア・息育について～」（仮）

☆組合員による活動報告など

利根歯科診療所
   歯科医師  中澤桂一郎 所長

※参加希望の方は、各支部役員または
　くらしサポートセンター（☎ 0278-22-2300）まで

日 時

場 所

講 演

講 師

＊マスクの着用お願いします＊
＊当日出資金お預かり窓口を設けます＊

第47回
『
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
』

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

連
絡
先
：
生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
８-

２
２-

２
３
０
０



ト
イ
レ
の
故
障
修
理
、
水
漏
れ
・
排

水
管
詰
ま
り
の
修
理
、
鍵
の
修
理
・
交

換
、
害
虫
・
害
獣
等
の
駆
除
な
ど
、
日

常
生
活
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
事
業
者
が
対

処
す
る
い
わ
ゆ
る
「
暮
ら
し
の
レ
ス

キ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
相
談
が

県
内
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

◦
相
談
事
例

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
見
つ
け

た
﹁
料
金
○
百
円
か
ら
﹂
と
広
告
し
て

い
る
業
者
に
ト
イ
レ
修
理
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
作
業
後
に
数
十
万
円
を
請
求

さ
れ
た
。

◦
悪
質
商
法
の
被
害
に

�

遭
わ
な
い
た
め
に

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な
ど
の
極
端

に
安
価
な
料
金
は
う
の
み
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
緊
急
時
に
慌
て
て
契
約
し
な
い
た
め

に
、
地
元
の
工
務
店
や
管
工
事
組

合
な
ど
信
頼
の
お
け
る
事
業
者
の

情
報
を
事
前
に
調
べ
て
お
く
と
安

心
で
す
。

（２）第665号2025年２月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

住所や氏名が変わったとき、組合員がお亡くなりになったときには、ご連絡ください。生協本部　☎ 0278（22）6060

どんぐり保育園へ ベンチ寄贈

仲良くベンチにすわる園児たち仲良くベンチにすわる園児たち

感 謝 ◦トイレにいつもきれいな花を活けて下さって、
気持ちが良いです。ありがとうございます。

◦会計時にサポートの方に親切に「大丈夫ですか？」と声を
かけられて、現金の出し入れが困難な時に手伝ってもらっ
たのがとても嬉しかったです。（７月２日にケガの為、ギ
ブスで右手だけでは何も出来なかった時でした）

苦情・要望
◦職員のみなさんがつけている消毒液はいつつかっています
か。患者さんの対応をしている時も前後もつかっていませ
んでした。他のところを触れたまま対応して欲しくない。

　　またインフルエンザも流行る
と思うので、玄関だけじゃなく
患者の待合場所にも消毒液をお
いてほしい。

➡ご指摘ありがとうございました。
　　まだまだコロナもふくめ感染
対策は大切です。

　　手指消毒の徹底をもう一度ス
タッフ全体に周知しました。院
内各所に消毒液が設置してある
ので、ご利用ください。

� （外来師長）

虹の投書箱より

暮らしのレスキューサービスに関する
悪質商法にご注意！

県消費生活センターからのお知らせ

困
っ
た
時
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
188

※
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
る
局
番
な
し
三
桁
の
電
話

番
号
で
す
。

消費者被害防止消費者被害防止
啓発キャラクター啓発キャラクター
「オーコ」「オーコ」

12
月
５
日
、
関
工
務
所
様
と
協
力
会
社
様

を
代
表
し
て
関
真
一
会
長
よ
り
ど
ん
ぐ
り
保

育
園
に
木
製
ベ
ン
チ
３
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
萌
々
花
ち
ゃ
ん
が
園
児
代
表
で
受
け
取

り
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
で
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
昼
寝
で

パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
る
時
な
ど
楽
し
ん
で

使
用
し
て
い
ま
す
。
大
切
に
使
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

『
い
い
歯
の
日
』
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

利
根
歯
科
診
療
所
・
生
協
み
な
か
み
歯
科

　

定
款
第
10
条
第
２
項
に
も
と
づ
き
、
一
定
期
間
住
所
が
不
明
の
組
合

員
に
つ
い
て
、
名
簿
の
整
理
（
脱
退
手
続
き
）
を
行
い
ま
す
。
対
象
者

名
簿
は
、
利
根
保
健
生
協
の
本
部
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

名
簿
整
理
対
象
者

　

２
０
２
３
年
12
月
１
日
以
前
に
住
所
不
明
組
合
員
と
し
て
登
録
さ

れ
、
そ
の
後
も
不
明
で
あ
る
組
合
員
。

名
簿
閲
覧
期
間

　

２
０
２
５
年
２
月
10
日
（
月
）
～
３
月
14
日
（
金
）

名
簿
整
理
の
実
施
日

　

２
０
２
５
年
３
月
31
日（
月
）

※
閲
覧
は
組
合
員
に
限
ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
組
合
員
証
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

閲
覧
名
簿
は
期
間
終
了
後
、
破
棄
し
ま
す
。

※
名
簿
整
理
に
よ
る
脱
退
手
続
き
後
に
住
所
確
認
が
で
き
た
方
は
、
組

合
員
と
し
て
再
加
入
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

 

お
問
合
せ
先

　

利
根
保
健
生
協　

生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
８
‐
22
‐
２
３
０
０

長
期
住
所
不
明
組
合
員
名
簿
整
理
の
お
知
ら
せ

毎
月
発
行
し
て
い
る
機
関
紙
「
利
根

の
保
健
」
は
、
組
合
員
さ
ん
に
生
協
か

ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ
や
医
療
・
介
護

の
専
門
家
か
ら
の
お
話
、
支
部
活
動
や

健
康
班
会
な
ど
の
情
報
を
お
伝
え
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
機
関
紙
は
千
五
百
人

を
超
え
る
地
域
の
配
布
者
さ
ん
の
手
配

り
で
、
皆
さ
ん
の
家
に
直
接
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て

は
配
布
者
さ
ん
が
見
つ
か
ら
ず
お
届
け

で
き
て
い
な
い
地
域
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。「散

歩
を
か
ね
て
配
れ
る
よ
」「
ご
近

所
数
件
な
ら
い
い
よ
」
と
い
う
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
手
配
り
？

◦
県
や
自
治
体
等
と
見
守
り
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
が
閉
ま
っ

た
ま
ま
だ
・
新
聞
や
郵
便
物
が
た
ま

っ
て
い
る
な
ど
異
変
が
あ
っ
た
場
合

は
、
生
協
へ
連
絡
い
た
だ
き
行
政
へ

つ
な
げ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
見
守
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

◦
地
域
を
回
る
こ
と
で
運
動
と
対
話
が

で
き
フ
レ
イ
ル
予
防
に
な
り
ま
す
。

◦
地
域
の
組
合
員
さ
ん
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
ま
す
。

体
調
が
悪
い
な
ど
配
れ
な
い
と
き

◦
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
１
週
間
を

目
安
に
配
布
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
急
な
用
事
や
体
調
が
悪
い
な
ど

の
場
合
は
生
協
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

配
布
中
に
け
が
な
ど
を
し
た
と
き

◦
生
協
が
加
入
し
て
い
る
行
事
保
険
の

対
応
に
な
り
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
８
―
22
―
２
３
０

０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
み
が
き
と

　
た
ま
に
フ
ロ
ス
も

　
　
　
よ
ろ
し
く
ね

�

大
竹　

雄
斗

歯
の
世
界

　
　
金
や
銀
よ
り

　
　
　
　
　
白
が
い
い

�

大
竹　
　

毅

俳
句
部
門
賞

第42回 利根沼田母親大会

　　　　◆オープニング　スコップ三味線

◆記念講演　『今こそ守ろう』 ～いのちと暮し・こどもの未来～
　　講師：小森 陽一 さん（東京大学名誉教授　9 条の会事務局長）

♥憲法の守り人として活躍中

連絡先 　☎ 080-1291-4207（野口）

内 容

2025年2月24日(月) 13：00～日 時

場 所 みなかみ町カルチャーセンター

参加協力券

５００円
（高校生以下無料）

機
関
紙
「
利
根
の
保
健
」

配
布
者
募
集

11
月
８
日
は『
い
い
歯
の

日
』で
す
。
歯
と
口
腔
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

お
う
と
今
年
も
コ
ン
ク
ー

ル
を
企
画
し
作
品
の
募
集

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

利
根
歯
科
診
療
所
で
は

俳
句
や
ぬ
り
絵
作
品
な
ど

計
39
点
、生
協
み
な
か
み
歯

科
で
は
ぬ
り
絵
32
点
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。

全
世
代
の
方
々
か
ら
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

作
品
を
応
募
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぬ
り
絵
、俳
句
作

品
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

部
門
賞
と
組
織
委
員
長
賞

を
選
考
し
ま
し
た
。

 

（
作
品
の
掲
載
許
可
が
得

　

ら
れ
た
方
の
み
紹
介
）多くの作品が応募され掲示されました。多くの作品が応募され掲示されました。



は
じ
め
に
　
　
　
　

今
か
ら
45
年
前
、
１
９
８
０
年
に

発
行
さ
れ
た
『
ド
ラ
え
も
ん
』
19
巻

に
「
オ
コ
ノ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う

夢
の
よ
う
な
道
具
が
登
場
し
ま
す
。

の
び
太
の
望
み
で
小
さ
な
箱
が
テ
レ

ビ
、
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
カ
メ
ラ
な

ど
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）
と
同
機

能
で
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
先
生
の

先
見
性
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
５
年
後
の
１
９
８
５

年
、携
帯
電
話
発
明
。
１
９
９
５
年
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
。
２
０
０
７

年
に
携
帯
電
話
が
ス
マ
ホ
に
進
化
し

て
い
く
中
で
、
世
界
は
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。手
の
平
サ
イ
ズ
の
端
末
に
、

時
計
、
新
聞
、
カ
メ
ラ
、
映
画
、
電

話
、
テ
レ
ビ
、
メ
ー
ル
、
ゲ
ー
ム
な
ど

な
ど
多
彩
な
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
は
現
代
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
便
利
な
道
具
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
世
の
中
の
情
報
の
あ
り

方
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
記

事
で
は
メ
デ
ィ
ア
が
心
身
へ
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
論
じ
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
と
は

メ
デ
ィ
ア
と
は
何
を
指
す
の
で

し
ょ
う
。
も
と
も
と
は
「
間
に
あ
る

も
の
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
か

ら
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
何

か
し
ら
の
出
来
事
や
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
私
た
ち
の
耳
目
に
触
れ
る

ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
で
す
。
そ
こ

に
は
２
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
「
端
末
」（
情
報
を
得
る
機
器
）、

も
う
１
つ
は
「
情
報
」（
端
末
で
伝
え

ら
れ
る
中
身
）
で
す
。
私
た
ち
の
心

身
に
は
、
端
末
の
使
い
方
と
情
報
自

体
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

端
末
に
よ
る
影
響

ま
ず
は
端
末
自
体
の
影
響
で
す
。

皆
さ
ん
も
一
度
は
お
聞
き
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
内
容
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
便
宜
上
「
ス
マ
ホ
」
と
書
い
て
い
ま

す
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
端
末
も

同
様
で
す
）。

①
睡
眠
へ
の
影
響
1）
2）

 

ス
マ
ホ
画
面
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
が
体
内
時
計
を
乱
し
、

眠
気
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ

ト
ニ
ン
の
分
泌
を
抑
制
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、寝
つ
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、

睡
眠
の
質
が
低
下
し
ま
す
。

対
策
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
軽
減
す
る
機

能
を
利
用
す
る
。
寝
室
に
ス
マ

ホ
を
持
ち
込
ま
な
い
。

②
視
力
へ
の
影
響
3）

ス
マ
ホ
を
長
時
間
見
続
け
る
と
、

目
の
疲
れ
、ド
ラ
イ
ア
イ
、も
の
が
ぼ

や
け
る
、
頭
痛
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
眼

精
疲
労
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
長
時
間
近
距
離
で

画
面
を
見
る
こ
と
で
、
目
の
筋
肉
に

負
担
が
か
か
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

対
策
定
期
的
に
目
を
休
ま
せ
る
（
ア

メ
リ
カ
眼
科
学
会
は
「
20
―
20

―
20
ル
ー
ル
（
20
分
ご
と
に
20

秒
間
、
20
フ
ィ
ー
ト
（
約
６
メ
ー

ト
ル
）
先
を
見
る
）」
を
提
唱
し

て
い
ま
す
）。

③
姿
勢
と
筋
骨
格
系
へ
の
影
響
4）

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
を
使
用
す
る

際
「
頭
を
前
に
傾
け
た
姿
勢
」
に
な

り
ま
す
。
頭
部
は
５
ｋｇ
ほ
ど
の
重
さ

が
あ
り
、
首
を
前
に
傾
け
る
角
度
に

よ
り
頸
部
に
15
～
30
ｋｇ
の
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
こ
の
姿
勢
を
続
け
る
と

テ
キ
ス
ト
ネ
ッ
ク
症
候
群
（
ス
マ
ホ

首
）
と
呼
ば
れ
る
状
態
を
引
き
起
こ

し
、
肩
こ
り
や
首
の
痛
み
、
頭
痛
、

手
の
し
び
れ
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

す
。

対
策
ス
マ
ホ
を
目
の
高
さ
に
上
げ

る
。
１
時
間
に
１
度
は
立
ち
上

が
り
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

う
。

情
報
に
よ
る
影
響

①
精
神
面
へ
の
影
響
5）

情
報
に
よ
る
影
響
は
主
に
精
神
面

に
関
わ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
他
人
と
の
比
較
に
よ
る

自
己
肯
定
感
の
低
下
や
、
不
安
感
、

孤
独
感
を
感
じ
る
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
頻
繁
な
通
知
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
へ
の
即
時
対
応
が
求
め
ら
れ

る
環
境
は
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、
注
意

散
漫
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ホ
の
使
用
に
よ

り
日
常
生
活
に
問
題
が
起
き
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
ス
マ
ホ
を
や
め
ら
れ

な
い
「
ス
マ
ホ
依
存
症
」
や
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
情
報
ば
か
り
眺
め
て
し
ま

う
「
ド
ゥ
ー
ム
・
ス
ク
ロ
ー
ル
」
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。

対
策
通
知
を
オ
フ
に
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
使
用
は
１
日
に
決
ま
っ
た
時

間
だ
け
に
す
る
。
体
を
動
か
す
。

②
情
報
の
信
憑
性
に
よ
る
影
響
6）
7）

新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う

公
共
性
の
高
い
メ
デ
ィ
ア
が
常
に
正

し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近

年
は
個
人
が
発
信
し
た
内
容
を
誰
も

が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報

の
信
憑
性
を
確
か
め
る
前
に
「
言
っ

た
も
の
勝
ち
」
に
な
る
状
況
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

対
策
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
。
複

数
の
情
報
源
を
確
認
し
た
上
で

論
理
的
に
判
断
す
る
。
自
分
自

身
の
偏
り
（
バ
イ
ア
ス
）
を
意

識
す
る
。

お
わ
り
に
　
　

メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
心
身
へ
の
影
響

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
に

限
ら
ず
、
新
し
く
発
明
さ
れ
た
媒
体

に
は
新
し
い
道
具
と
し
て
定
着
す
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
廃
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

文
字
も
写
真
も
映
像
も
電
話
も
、

最
初
に
発
明
さ
れ
た
と
き
は
「
人
々

が
堕
落
す
る
」「
悪
魔
の
道
具
」
と
い

う
よ
う
な
反
応
を
受
け
ま
し
た
が
、

現
代
に
至
っ
て
も
残
っ
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
人
類
は
そ
こ
ま
で
堕
落
し

て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。

「
ど
ん
な
道
具
も
使
う
人
次
第
」

と
言
う
と
身
も
蓋
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
上
述
し
た
対
策
を
適
切
に
取
り

入
れ
、
皆
さ
ん
が
豊
か
に
幸
福
に
な

る
よ
う
な
道
具
と
時
間
の
使
い
方
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。︿

出
典
﹀

 1）
日
本
眼
科
医
会

　
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
影
響
に
つ
い

て
」

 2）
厚
生
労
働
省

　
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
ガ

イ
ド
２
０
２
３
」

 3）
ア
メ
リ
カ
眼
科
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｏ
）

　
「
デ
ジ
タ
ル
眼
精
疲
労
に
関
す
る

研
究
報
告
」

 4）
東
京
医
科
大
学

　
「text neck

（
テ
キ
ス
ト
ネ
ッ
ク
）

―
ス
マ
ホ
障
害
と
頚
部
痛
―
」

 5）
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー

　
「
ス
マ
ホ
依
存
に
つ
い
て
」

 6）
東
洋
大
学

　
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
生
む
の

は
“
情
報
の
偏
り
”
？　

Ｓ
Ｎ
Ｓ

時
代
の
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
を

大
学
教
員
に
聞
い
た
」

 7）
『
ス
マ
ホ
脳
と
運
動
脳

�

（
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
別
冊
）』

（３） 第665号2025年２月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

組合員通院支援の利用は、本人名義での組合加入が必要です。

2025. 2 月号

利根中央病院

総合診療科部長

比嘉 　研

メ
デ
ィ
ア
が
健
康
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

① 左手を壁に置き、背筋を伸ばして立つ。
② 右足を少し浮かせる。
③ 右の太ももをおへその高さまで上げ下げする。
◎３０秒間×２セット　※反対側も同じように行う。

さぁ、みんなでレッツ体操
転倒予防のための体操

転倒には下半身の筋力低下や足の裏の感覚の衰えなど、
さまざまな要因があります。

今回は姿勢やバランスに関わる大腰筋などのトレーニング
です。可能ならば裸足で、足の裏の感覚を確かめながら行っ
てください。

太もも上げ
バランス
（姿勢維持）

いつでも元気　別冊パンフレットより抜粋

第１弾

その他の体操を知りたい方は利根保健生協にて
パンフレットを配布しています。

無理せず壁やいすにつかまりながら行いましょう

姿勢を崩さないよ
うに意識する。



詳しくは、生協くらしサポートセンター　☎0278-22-2300まで

（４）第665号2025年２月１日（毎月1回1日発行） 健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

日頃のくらしの中で生活の問題や医療・介護のことなど困っていることがあれば、ご相談ください。なんでも相談窓口　 　0120-034-321（無料）

山
眠
る
も
す
そ
雲
海
子
持
か
な

初
み
く
じ
訓
を
神
と
結
び
た
る

曙
光
い
ま
連
山
に
満
つ
淑
気
か
な

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
微
笑
み
交
す
息
白
し

卒
寿
過
ぎ
初
日
を
拝
む
め
で
た
さ
よ

譲
り
合
ふ
雪
の
参
道
迦
葉
山

お
ほ
か
た
は
長
子
頼
み
や
去
年
今
年

沼
田
市
新
町�

須
藤　
　

薫

沼
田
市
高
橋
場
町�

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
栄
町�

貝
瀬　

久
代

沼
田
硯
田
町�

髙
橋　

理
房

川
場
村
生
品�

桒
原
あ
や
子

昭
和
村
森
下�

星
野　

順
子

昭
和
村
森
下�

真
下　

章
子

「
こ
こ
だ
け
の
話
」
が
一
人
歩
き
す
る

医
療
現
場
人
手
と
薬
不
足
す
る

沼
田
市
高
橋
場
町�

角
田　

千
里

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

山
茶
花
の
花
雪
の
雫
に
朝
日
受
け
白
き

姿
も
更
に
輝
く

凛
と
し
た
冷
た
い
空
気
に
つ
つ
ま
れ
て
可
憐
に

ひ
ら
く
さ
ざ
ん
か
の
花

車
止
む
る
視
線
の
先
に
大
き
月
ネ
ッ
ト
に
て
知
る

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

三
姉
妹
母
の
命
日
の
墓
参
り
九
十
余
年
の

生
涯
語
り
ぬ

沼
田
市
清
水
町�

木　

暮　

は
る
枝

川
場
村
生
品�

生　

方　

次　

枝

昭
和
村
橡
久
保�

林　
　
　

千
恵
美

昭
和
村
永
井�

藤　

井　

君　

枝
沼田市下沼田町

　西山　裕子（夢の会）

沼田市横塚町
　霜垣　ユミ子（夢の会）

　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

n
a
k
a
m
a
@
to
n
e
h
o
k
e
n
.o
r.jp

メ
ー
ル
投
稿

支部活動
月夜野東支部  「健康お楽しみ会」月夜野東支部  「健康お楽しみ会」

　後閑集落センターに18人が集まりました。 握
力・体組成・足指筋力測定を行った後、 玉入れ
を楽しみ、 運動後はみんなでストーブを囲んで
おしゃべりをして交流しました。

班会・サロン活動
利根北支部  「インフルエンザ班会」利根北支部  「インフルエンザ班会」

高山支部　梅沢サロン高山支部　梅沢サロン

　片品診療所で毎年、 ワクチン接種を時間外に
しています。 接種後の待機時間に、 細田事務長
からマイナ保険証についてのお話と誤えん予防
体操を行いました。

　足指筋力測定と４色あしぶみラダーをしまし
た。頭と身体を使う内容で、 思うように動かず、 
みんなで笑い合いました。 認知症予防のために
も取り入れていきたいと思います。

川場支部　川場湯原サロン  「クリスマス会」川場支部　川場湯原サロン  「クリスマス会」

新巻支部　班会  （忘年会）新巻支部　班会  （忘年会）

　毎年行っているクリスマス会。 クリスマスツ
リーをみんなで作ったり、 ビンゴをしたりと楽し
い時間を過ごせました。

　毎年恒例となった忘年会を遊神館にて開催
しました。 美味しいお食事を楽しんだ後は「す
こしおカルタ」を行い、 楽しく元気に交流でき
ました。

　昨年９月 21 日に能登地方に線状降水帯が発生し、能登半島に重大
な豪雨災害が発生しました。  
　これらの状況を受け、利根保健生協でも被災した自治体への義援金
をよびかけました。大勢の方からのご協力のおかげをもちまして、組
合員の皆様と各事業所募金箱から 116,965円を、生
協の職場からは 173,495円の集約をすることができ
ました。なお、組合員と各事業所からの募金は医療福
祉生協連へ送金し、職場からの募金は石川民医連へ送
金しました。ご協力ありがとうございました。

　12 月 21 日（土）10：00 よりとね虹の里で開催しました。
多数の個人や団体からの協力を得て、多種多様な野菜が提供されました。
非常に好評で、59 組の方々に利用されました。今回より「フードバン
クぬまた」とも連携し、多数の食材提供を受けることができました。

総合食品オオシマ様、
沼田魚菜市場仲卸様、みまつ食品様、
コープぐんま様、フードバンクぬまた様、
個人の方からもご協力いただきました。

☆食品（調味料・乾物・レトルト）、日用品（生理用品・洗剤・タオル）
など随時募集中です！！☆医療・介護・くらしの相談窓口を設置しています。

　お気軽にお声掛けください。※詳細は下記へお問い合わせください。

「能登半島豪雨災害 緊急義援募金」
集約結果

お問い合せ先：生協くらしサポートセンター　☎ 0278-22-2300

フードドライブ「おすそわけ」

２月15日(土)日 時

とね虹の里　※雨天・雪決行
10：00～無くなり次第終了

高齢者世帯・ひとり親世帯・ひとり暮らし世帯

会 場

対 象 者

２月８日(土) 10：00～11：00
会 場
日 時

生協生協 ハートハート市市

販売予定 干し芋、お米、スープ、おかず、焼き菓子（パイ・スコーン）、
大根、ゆず、人参、わさび菜、ぎんなん

出店者大募集！

生協のイベントや企画
のお知らせ等様々な情
報を発信しています。

お友だち
募集中！！

生協くらしサポートセンター　☎0278-22-2300
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配布の様子

とね虹の里　※雨天、雪中止

　

今
月
は
23
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
続
し
て
同
じ
方
の
作
品
を
掲
載
し
な
い
こ
と
と
し
て
い

ま
す
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、楷
書
で
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
絵
手
紙
や
写
真
、
手
作
り
作
品
な
ど
分
野
に
こ

だ
わ
ら
ず
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　２回目となる吹き矢交流会を開催しました。
今回新たに参加してくれた方や連携職場の参加
もあり、 22人で競技をしました。 徐々に応援に
も力が入り、 にぎやかな交流会となりました。

沼田南支部  「吹き矢交流会」沼田南支部  「吹き矢交流会」


